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$X\subset \mathbb{C}^{m}$ を複素部分多様体とする。我々は $X$ の内在的な幾何ではなく，$\mathbb{C}^{m}$ への埋め
こみの性質を問題とする。
我々の問題の第一歩は，代数的超曲面の場合に，Bos-Calvi [1] によって開始された。

多項式の $X$ への制限を X..kの多項式函数と呼ぶ。 多項式函数の定義に用いた多項式の最
小次数を多項武函数の次数と定義する。彼らは，補間理論の de Boor-Ronrl [3], [4] の方
法を朋いて，$X$ の- 点 $a$ において $d$次多項式函数がなす窒間島 (X) の双対として，高階
接窒問 $D_{Y,a,d}^{\rho}$ を導入した。 これはその点における $\iota l$ 次ジェットの窒間の双対と書ってもよ
い。 $X$ のパラメトリゼイション (局所座標の逆) に用いる変数 $t=(t_{1}, \ldots, t_{n})$ の双対変数
の多項式の環 $\mathbb{C}[\tau]$ の部分集合として定義される。我々はこれを双対 $l$次の Bos-Calvi (高
階 $)$ 接空間と呼ぶ。函数には「それを総シンボルとする微分を行い，その煎における値を
とる」 こととして作用する。一般に双対 $\zeta l$ 次の Bos-Calvi接窒間の元であっても，それを
表す多項武の次数は $d$ を超えることがある。 Bos-Calviは，$a\in X$ において，正則函数芽
$f\in \mathcal{O}_{\backslash ’,a}$ に $d$次多項武函数 $T_{a,\iota l}^{\rho}(f$ を対応させるという意味でテイラー展開を拡張した。 こ

の展開は，$D_{Y,a,d}^{\varphi}$ のすべての元に対して $f$ と同じ値をとるように建義されている。ここで

$\varphi:O_{a}^{7t1}arrow O_{b}^{?l}$

は $X$ のパラメトリゼイション (局所座標の逆) による引き炭しである。 写像

$\mathcal{T}_{a,d}^{\varphi}:\mathcal{O}_{t,r\iota}arrow P_{1J}(X)$, $f\mapsto\tau \mathscr{K}_{(l}f$

をテイラー射影子ということにする。 $P_{d}(X)$ は，$X$ の任意の点の解析的局所環 $\mathcal{O}_{\wedge}\backslash _{:}’\iota$ の部
分環と見なすことができる。するとこのテイラー射影子は，ベクトル窒間としての $P_{(l}(X)$

へのリトラクトとなっている。
$\hat$般にテイラー射影子はパラメトリゼイション $\varphi$ に依葎している。 しかし Bo.$C^{\backslash }$.-Calvi

[2] は，代数的超曲面では，しばしばテイラー射影子はパラメトリゼイションに依存しな
いとことを発兇した。 そのような良い点を彼らは $d$ 次テイラー点と名付けた。彼らの第．．．．．．．-
$\sigma$j.主要定理は次のように述べられる。

定理 A[Bos-Calvi [2] Theorem 3.2, 3.4] 平面代数曲線 $X$ の場合，$a\in X$は，$P_{(f}(X.)$ が肉然
に $\mathcal{O}_{d}\backslash ,a$ の剰余環としての構造を持つとき，またそのときに限ってテイラー的となる。

この場含，$P_{d}(X)$ は有隈次元ベクトル空間の環であるから，$0$ 次元局所環，すなわち
Artin環となる。剰余環賞々のところは，彼らは 「高階接窒問 $D_{\backslash ,a,i}^{(\rho}\subset \mathbb{C}[\tau]$ に現れる幕
に隙間がない」 こととして表している。第二主要定理は次のものである。

定理 $B[I30b^{\neg}-C_{t\{]r}’\backslash i[2]T1_{1C^{J}}0t\cdot CIX14^{\ulcorner})]X$を平面代数曲線とする。すると任意の $d\in N$ に対し
て，脊限個を除いて $X$ の点はテイラー点である。

数理解析研究所講究録
第 1707巻 2010年 153-155 153



我々の国標は，この—$\hat$

. $\hat$つの定理を任意のアファイン空間 $\mathbb{C}^{r\iota}$ に埋め込まれた複素多様
体 $X$ への拡張と，その埋め込みの各点における超越性への応用である。定理 A の拡張は
次のように述べられる。

定理 I $\mathbb{C}^{r\iota}$ の開集合の部分複素多様体 $X$ の点 $a$ に対して，次の条件は同値である。

(1) $a$ は $d$次テイラー点である。

(2) $P_{d}(X)$ は自然に $\mathcal{O}_{X,a}$ の剰余環としての構造を持つ。 (したがって Artil$\sim$ 環となる。 )

定理 $B$ の拡張は次のように述べられるが，研究会後に証明に誤りを発見した。 したがっ
てこの部分については，お詫びとともに，「予想」 と修正いたします。

予想 II $\mathbb{C}^{rr\iota}$ の開集合の部分複素多様体 $X$ の点 $a$ に対して，$d$次テイラー点でない点は，$X$

の疎な解析的部分集合に含まれる。 したがって Baireの意味での第–類藥合を除く $X$ の点
は，すべての $d\in N$ に対して，$d$次テイラー点となる。

さてここで述べた Bos- Calvi の高階接空間はテイラー点の判定以外にも応用を持って
いる。 Bos と Calvi[1] は，量 $\max\{\deg p:p\in D_{x,\circ,(l}^{1\rho}\}$ に注意を払っている。 これは」$Y_{a}$ に
おけるアファイン座標函数 $x_{1},$

$\ldots,$
$x_{7tl}$ の多項式の，パラメーターへの引き戻しの零評価を

与えている。 つまり $x_{1},$ $\ldots,$
$x_{f,1}$ の $d$次の多項式の引き戻しは，$0$ でないとすると，どれぐ

らい高位の零点をとるかという評価である。 これは，かって著者が与えた超越性指数 $\alpha$

([6], [7]) を通して，$Y_{a}$ の超越性に結びついている。

定理 III $\mathbb{C}’’$ の開集合の部分複素多様体 $X$ において，すべての $d\in N$ に対して $d$ 次テイ
ラー点となる点の超越性指数は，

$c, v(X_{a})\leq rn+(\lim_{/}\overline{Y}\leq\uparrow n+n$

の評価を持つ。 つまりあまり超越性はあまり高くない。 ここで
–

$\acute$Y は $X$ を含む鰻小の代数
的集合を表す。

Gabriel(v–Khovanskii $[^{\ulcorner}\backslash )]$ は，Khovarmskii と Tougeron によって導入されたネーター的
カテゴリーにおいて，完全交差解析集禽に対する重複度を評価する定理を証明した。これ
を適用して得られる不等式

$\alpha(\prime Y_{a})\leq 2(r\cdot r\iota+\uparrow\iota)$

(cf. [9]) と比べると次のようになる。

$\bullet$ Gabrielov-$\cdot\cdot$ Khovanskii $[\overline{o’}]$ から導かれる不等式のメリット:
(ネーター的複素多様体であれば) すべての点で成立する。

$\bullet$ 定理 III のメリット:
$\hat$般の複素多様体 (のジェネリックな点だけ) で成立。
評価がシャープである。

いずれにせよ，全く違う方法によりながら似た評価が得られたことから，逆に両方の方法
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がほぼ妥遜であったと醤えるであろう。
予想 IIでテイラー点に除外があることを述べているが，$Bos$ .-Calvi の挙げる簡単な例

[2], Example 4.2によって，これが避けられないことであることがわかる。 我々はさらに，
$cx=\infty$ となるもっとも超越性の高い点の存在 [6] をも知っている。
以上の結果は，爽の部分 $c_{\lrcorner}^{\backslash }’\omega$ 多様体に対しても成立する。 また定理 I, 定理 III は解析

的周所環についてについて述べているとも考えられるが，これを形式的局所環，すなわち
形式的べき級数の剰余環に対する定理に書き直すことも，自然であり可能である。
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